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東京湾アンカバード・アクト
～3000万人が知らない海のこと～



東京湾アンカバード・アクトとは

東京湾アンカバード・アクト
～3000万人が知らない海のこと～



東京湾は、どんな海か

特徴

• 一番狭いところは約6㎞

• 湾内の最大水深：700m（メガマウスやミツクリザメ

など世界的にも珍しい生き物も生息）

• 世界で最も多様な魚類が生息する海域の一つ（魚で

約700種）ex. “天然のいけす”と呼ばれる富山湾で約500種

• 世界で最も流域人口が多い湾の一つ

○ 流域人口は3000万人にものぼる

• 市川市の三番瀬は東京湾の最奥部
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東京湾アンカバード・アクトとは

東京湾は、多くの日本人が恩恵を受ける海です。

しかし、東京湾が課題を持っていることはあまり

知られていません。

未知のベールにつつまれてしまった東京湾の覆い

を外し（アンカバード）、東京湾で起こる

様々な課題に取り組む人を増やす活動が

「東京湾アンカバード・アクト」です。



クロダイとキビレの問題

認知度の低さ

活性化による食害

共存可能な生態

にもかかわらず…

値段が付かず漁獲されづらいため
数が減らない



干潟の減少

東京湾の知られざる課題other

東京湾を取り巻く環境はこの数年で大きく変化しているが、あまり知られていない

磯焼け 赤潮・青潮



東京湾に興味を持つキッカケを創造し、

将来的に東京湾の課題解決を目指す人々増やそうと考えています。

にもかかわらず、、東京湾への親しみは薄い



東京湾の興味関心の入口となりうる

「食文化」を中心にコンテンツ制作を行い東京湾への興味喚起を目指します。

そこで、、食をきっかけにする



クロダ
イ

クロダイとキビレをテーマに

キビレ



知名度は高く
食べたことはないが、
食べてみたい人が多い

時期が違い確保が容易

食文化としてすでにある

キチヌは魚種転換の魚

なぜクロダイとキビレ①

４
位

４
位

３
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＜食経験＞

＜知名度＞

＜需要＞



なぜクロダイとキビレ②

日本の食文化に根付き、
調理も確立されており、
市場でも手に入りやすい



学生・地域との取り組み

東京湾アンカバード・アクト
～3000万人が知らない海のこと～



Act 1 学生によるアイデアブレスト（2024年）



Act 2 アイデアをもとにした試食会（2024年）



Act 3 学生によるアイデア立案（2024年）



商品化を進めているアイディア①

クロダイを使ったひつまぶし

・まずはそのまま

・次に薬味を添えて

・最後に出汁をかけてお茶漬け風に

※写真はイメージ



商品化を進めているアイディア②

クロダイを使った市川名物の「いちく
わ」

・そのままでも

・おでんに入れたり、磯辺揚げにしてもGood

・いろんなアレンジをして召し上がれます



市川市内の協力事業者

市川の漁師

道の駅いちかわ

漁師のお店 魚っ天然



いちくわの試作品 制作会（2025年）



いちくわの商品化 （2025年11月〜）
道の駅いちかわでの販売イベン
ト



いちくわの広報・PR活動

グランプリへの出場（全国大会出場）

各種メディア露出



今後の展開

東京湾アンカバード・アクト
～3000万人が知らない海のこと～

● 学生による試験販売
● 学生によるマーケティング
● 学生による改善活動

など



東京湾アンカバード・アクト
～3000万人が知らない海のこと～

Think You
プロジェクトにぜひご協力ください！
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